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３．歴史的農業環境閲覧システムの利用法
　以上のシステムは2008年4月21日より「歴史的農
業環境閲覧システム」として一般に公開した．
　Webブラウザーで利用する場合は，「http://habs.

dc.affrc.go.jp」にアクセスすると，図6に示すトップ
ページが表示される．この画面で，中段左の地図上
の地名をクリックするか，中段右の地名をクリック
すると，選択した地点の周辺が拡大表示される（図
7）．地図の表示範囲や縮尺の変更は，左上の矢印や
スケールバーを使うか，ドラックやマウスのホイー
ルを使用する．また，地図が表示されている枠の右
上の「＋」記号をクリックすると，迅速測図を表示
するか，1997年の土地利用図を表示するか選択でき
る．迅速測図や土地利用図の凡例については，「歴
史的農業環境閲覧システム FAQ」にて確認できる．
　Google Earthで利用する場合，トップページもし
くは地図表示ページで Google Earth表示用の KMZ

ファイルをダウンロードし，このファイルを開くと
Google Earth上に迅速測図が表示される．Google 

Earthでは図8に示すように道路等の情報と重ね合
わせて表示ができるとともに，レイヤーの透過度を
変更することもできる．そのため，高解像度衛星画
像が整備されている地域では，より詳細に土地利用
の比較が可能である．
　WMS対応の GISソフトウェアからの利用につい
ては，サーバーへの負荷やユーザーが限られている
ことから，問い合わせがあった場合に利用方法を連
絡することとした．
　本システムの使用や画像の二次利用については制
限を設けていない．しかし，例えばWeb-GISのレイ
ヤーとして使用する場合などは，国土地理院への申
請 8）が別途必要である。

４．考察
４．１．迅速測図の幾何補正精度
　今回作製したデータは，迅速測図の全範囲を公開
するために，簡便に，かつ広範囲を一括して幾何補
正する手法を用いた．そのため，Sprague et al （2007）
のように図葉単位で幾何補正した場合に比べ，誤差
が大きいと考えられる．

図6　歴史的農業環境閲覧システムのトップページ

図7　Web ブラウザーによる表示例

図8　Google Earth 上での表示例
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　また，一枚の画像に合成する際に図葉間でずれが
みられる場合があった．図9に埼玉県所沢市中富地
区周辺 20）の例を示す．ここは四枚の図葉の境界で
あるが，東西の図葉間では大きなずれが見られない
が，南北の図葉間にはずれが認められた．同様のず
れは他にも認められる．本手法では，各図葉の測量
範囲が測量原点を中心にした南北5km，東西4km

の格子状であると仮定している．しかし，この様な
ずれは，測量範囲が格子に一致しない場合があるこ
とを示している．そのため，格子と図葉のずれがど
こで認められるのかを確認し，位置精度を向上させ
ることが望まれる．
　しかし，土地利用や景観変化の概要の把握などの
用途であれば，十分に活用できるだろう．さらに，
迅速測図の全域について現在の地理空間情報と比較
が可能となったことは，迅速測図の利用の促進にあ
たって重要である．本システムは，これらの点を考
慮すれば，明治時代初期の環境を復元するための有
効な資料として利用できると考えられる．

４．２．システムの利用傾向
　本システムでは，Webブラウザーを利用して閲
覧する方法と，Google Earthを利用して閲覧する方
法を用意した．一般公開した2008年4月21日から
2008年7月20日までの三ヶ月間の利用は，Webブラ
ウザーによる利用が約11400回，Google Earthでの
利用が約3900回であり，Webブラウザーでの利用
者の方が多かった．このことは，特定のアプリケー
ションに依存せず，一般に用いられるWebブラウ
ザーでの閲覧が可能な方が，利用が促進されること
を示している．
　次に，利用されたブラウザーの比率は，Internet 

Explorerが約8200，Firefoxが約2100，残りの約
1100がその他のブラウザーであった．Internet 

Explorerのバージョンは，約5100がバージョン6，
約2900がバージョン7，残りの約200がその他の
バージョンであった．このように PNGの透過表示
が出来ない Internet Explorerバージョン6の利用が
全体のほぼ半数を占めていた．データとしての迅
速測図を利用するには，道路や水涯線と迅速測図を

別レイヤーとしWebブラウザー上で表示の有無を
切り替えられる方が望ましい．しかし，現時点では
透過 PNGの表示が可能なWebブラウザーの普及
が進んでいないため，この機能を使用すると利用者
の利便性が低下するため，この機能は採用しなかっ
た．今後，Webブラウザーの利用の変化を見て，レ
イヤーの表示切り替えを可能にする予定である．

４．３．�FOSS4Gを用いたWeb-GISシステムの有効性
　Web-GISシステムを構築・運用する際に最初に
問題となるのは，導入時におけるハードウェアとソ
フトウェアのコストであろう．本研究で構築したシ
ステムのハードウェアは，農林水産研究情報総合セ
ンターのバーチャルラボシステムにより提供頂いた
サーバーを利用しているが，そのスペックは一般的
な PCと同程度のものであり，ワークステーション
のような高価なハードウェアではない．また，サー
バーに導入した OSやアプリケーションはオープン
ソースのものであり，ソフトウェアの導入にはコス
トはかからなかった．つまり同様のシステムを構築
する場合，ハードウェアを新たに調達するのであれ
ばそのコストが必要となるが，それ以外にはコスト
はかからず安価にシステムの構築が可能である．こ
のことは，Web-GISシステムを構築するにあたって，
重要な利点の一つである．
　次に，システムの構築にあたって専門的な技能や

図9　図葉間に認められるずれの例
　（埼玉県所沢市中富地区付近）
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知識がどの程度必要になるかも重要である．本シス
テムの構築にあたっては，Cent OS，JDK6，Apache 

HTTP Server，Apache Tomcatのインストールと設
定は農林水産研究情報総合センターの技術協力を受
け，GeoServer等のインストールと設定，データの
作製やサーバーへの登録，Web表示用インターフェ
イスの作製は著者らが行った．これらの技能を客観
的に評価するのは困難であるが，少なくとも簡易な
作業とは言い難いだろう．そのため，設定済みのソ
フトウェアやシステムの利用やインストールができ
る LiveDVDを利用して，より容易にWeb-GISシス
テムの構築を可能とすることが必要である．また，
本システムはWindows等の他の OSでも構築可能
なので，一般に利用が進んでいる OSでの運用も選
択肢の一つだろう．
　さらに，本システムでは10GB近くの大容量のラ
スター・データを公開した．WMSを用いてデータ
を提供しているため，サーバーへの負荷が大きくレ
スポンスの低下が懸念されたが，GeoWebCache等
を活用することにより，Webブラウザーや Google 

Earthでの閲覧では十分な速度を確保でき，安定し
て運用されている．
　このようにFOSS4Gを用いたWeb-GISシステムは，
構築にあたって一定の技術が必要になるものの，地
理空間情報の発信にあたって有効な手段である．
　ただし，インストールや設定等の技術的側面以外
にも，改善が期待される点もある．例えば，WMS

経由でデスクトップ GISへデータを提供する場合，
現状ではサーバーへの負荷やレスポンスが遅いなど
の問題点がある．一方で，FOSS4Gをはじめとする
オープンソース・ソフトウェアは，有志により改良
が進むことが特徴であり，今後，GISでの利用も改
善されることが期待される．
　また本システムでは，Google Earthでの表示を可
能にしたことにより，独自の基礎的地図を用意しな
くても土地利用の比較が容易に行えるようになっ
た．この様なシステムを構築する場合，基礎的地図
の整備にもコストがかかるので，そこを削減するに
は有効な手段だといえる．ただし，Googleによる
サービスの継続性や，Google Earth画像の位置精度

が保証されていない点に注意が必要である．その
ため，現在整備が進んでいる基盤地図情報や，環境
省により公開されている自然環境 GISなどを活用
することにより，より詳細な比較が可能な基礎的地
図を独自に作製する必要があるだろう．一方で，今
回使用した KMZ形式を含む KMLファイル形式は，
2008年4月に OGCによりオープンスタンダードの
地理空間情報規格として採用された 21）．これにより，
他のサービスやアプリケーションでも KML形式の
データが利用可能になり，本システムの活用も進む
ことが期待される．

５．まとめ
　本論文では FOSS4Gを用いてWeb-GISシステム
を構築し，迅速測図の公開を行い，その有効性を検
証した．
　本システムは利用者を広く一般と想定し，可能な
限り簡素で，直感的な利用が出来るシステムとする
ことを心がけた．全ての場合に簡素なシステムが望
ましいとはいえないが，利用者の視点に立ったシス
テムの設計が必要である．
　データの提供にあたっては，オープンスタンダー
ドであるWMSを使用した．これにより，アプリケー
ションに制限されない利用が可能となり，これまで
に今昔マップ2（谷・鈴木，2008）などで利用され
ている．この様に，データの相互活用を促進する意
味でも，オープンスタンダードに準拠してデータを
提供することが望ましいと考えられる．
　また，専門家のみならず，個人の blogでも言及さ
れており，今後，迅速測図の利用が様々な場面で進
むことが期待される．
　さらに本研究で構築したシステムは，ハード，ソ
フトの両面で，学術研究機関や公的機関のみでな
く，NPO等の主体でも利用可能なものである．今後，
FOSS4Gの活用により，より広範な主体により様々
なデータが公開・共有され，地理空間情報のさらな
る利活用が進むことを期待したい．
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注
 1） http://www.jmc.or.jp/Howto/maplink.html

 2） http://www.google.com/nonprofits/

 3） http://geonetwork-opensource.org/

 4） http://www.fao.org/geonetwork/srv/en/main.

home

 5） http://geodata.grid.unep.ch/

 6） http://www.bigmap.org/home/tool.php

 7） http://www.gupi.jp/web-gis/

 8） http://www.gsi.go.jp/LAW/2930 -index.html

 9） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/

10） http://www.centos.org/

11） http://httpd.apache.org/

12） http://www.java.com/

13） http://tomcat.apache.org/

14） http://geoserver.org/display/GEOS/Welcome

15） http://openlayers.org/

16） http://geowebcache.org/

17） http://www.klokan.cz/projects/gdal2 tiles/

18） http://www.gdal.org/

19） 水涯線を透過表示にしたものが以下である．
 http://habs.dc.affrc.go.jp/water.html?zoom= 13

&lat= 35 .68&lon=139 .75&layers=B0T

 Internet Explorer 6で閲覧すると透過部が灰色
に表示されるので利用に適さない．

20） http://habs.dc.af frc.go.jp/habs_map.html? 

zoom=15&lat=35.81933&lon=139.49023&layers=

B0

21） http://www.opengeospatial.org/standards/kml/
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